
（別紙） 

 

「PhishWall プレミアム」の主な機能について 

 

「PhishWall プレミアム」は、ゆうちょダイレクトにアクセスした際に、MITB 攻撃を

行うウイルスにパソコンが感染していないかをチェックし、感染の兆候を発見した場合

はシグナルや警告メッセージによりお客さまにお知らせします。 

また、MITB 攻撃を一時的に無効化することもできます。 

 

 

 

【Internet Explorer 版の画面イメージ】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

「PhishWall プレミアム」

をインストールすると、 

ブラウザ上にツールバー

が表示されます。 

 

ゆうちょダイレクトに 

アクセスすると、 

PhishWall のロゴが反転し

緑のシグナルが表示され

ます。 

MITB 攻撃を検知！

（ロゴ） →（緑のｼｸﾞﾅﾙ） 
「PhishWall プレミアム」

のオプションとしてダウ

ンロード可能なウイルス

対策ソフトです。MITB攻撃

を仕掛けているウイルス

自体を駆除する機能を備

えています。 

 

警告画面が表示され、 

PhishWallツールバーに 

赤のシグナルが表示され

ます。 

 

 

 

 

 
 
警告画面で「無効化する」

をクリックすると、ウイル

スによる MITB 攻撃を一時

的に無効化します。 

（緑のｼｸﾞﾅﾙ）→（赤のｼｸﾞﾅﾙ） 
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